
(57)【要約】

【課題】糸状のゴミが絡みついても多数のブラシ毛間に

入り込むことを防止すると共に、絡みついた糸状のゴミ

を容易に除去することができる回転清掃体を提供するこ

と。

【解決手段】周面に長手方向に沿って延びる挿入溝３１

Ｂ、３１Ｄが形成された回転軸部３１と、挿入溝３１Ｂ

、３１Ｄ内に挿入保持される帯状の基材４１と、この基

材４１に固定されて回転軸部３１の径方向に突出する多

数のブラシ毛４２とを備えた回転清掃体３０であって、

多数のブラシ毛４１には、先端部近傍を長手方向に沿っ

て互いに連結する連結手段（糸材）４３が設けられてい

る。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 周 面 に 長 手 方 向 に 沿 っ て 延 び る 挿 入 溝 が 形 成 さ れ た 回 転 軸 部 と 、 前 記 挿 入 溝 内 に 挿 入 保
持 さ れ る 帯 状 の 基 材 と 、 こ の 基 材 に 固 定 さ れ て 前 記 回 転 軸 部 の 径 方 向 に 突 出 す る 多 数 の ブ
ラ シ 毛 と を 備 え た 回 転 清 掃 体 で あ っ て 、
　 前 記 多 数 の ブ ラ シ 毛 に は 、 先 端 部 近 傍 を 長 手 方 向 に 沿 っ て 互 い に 連 結 す る 連 結 手 段 が 設
け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 回 転 清 掃 体 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 連 結 手 段 は 、 前 記 多 数 の ブ ラ シ 毛 に 縫 い 付 け ら れ た 糸 材 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ に 記 載 の 回 転 清 掃 体 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 連 結 手 段 は 、 前 記 多 数 の ブ ラ シ 毛 に 一 体 的 に 取 り 付 け ら れ た 軟 質 樹 脂 材 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 回 転 清 掃 体 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 回 転 清 掃 体 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 電 気 掃 除 機
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 多 数 の ブ ラ シ 毛 が 固 定 さ れ た 基 材 が 回 転 軸 部 に 保 持 さ れ て い る 回 転 清 掃 体 及
び こ れ を 備 え た 電 気 掃 除 機 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 図 ７ （ ａ ） 示 す よ う に 、 長 手 方 向 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 挿 入 溝 ２ ａ を 有 す る 回
転 軸 部 ２ と 、 こ の 挿 入 溝 ２ ａ 内 に 保 持 さ れ た 清 掃 部 材 Ｓ と を 備 え た 電 気 掃 除 機 の 回 転 清 掃
体 １ が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ こ で 、 清 掃 部 材 Ｓ は 、 図 ７ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 挿 入 溝 ２ ａ に 挿 入 さ れ た 保 持 部 ３ ａ
と 、 こ の 保 持 部 ３ ａ か ら 回 転 軸 部 ２ の 径 方 向 に 延 び た リ ブ 部 ３ ｂ と を 有 す る ブ レ ー ド 部 材
３ と 、 挿 入 溝 ２ ａ に 挿 入 さ れ た 基 材 ４ ａ と 、 こ の 基 材 ４ ａ に 植 毛 さ れ た 多 数 の ブ ラ シ 毛 ４
ｂ と を 有 す る ブ ラ シ 部 材 ４ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ブ レ ー ド 部 材 ３ の 保 持 部 ３ ａ 及 び リ ブ 部 ３ ｂ は 、 共 に 軟 質 樹 脂 に よ っ て 一 体 形 成 さ れ て
お り 、 こ の 保 持 部 ３ ａ 及 び リ ブ 部 ３ ｂ は 互 い に ほ ぼ 直 交 す る 帯 形 状 を 呈 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 ブ ラ シ 部 材 ４ の 基 材 ４ ａ は 帯 状 に 延 び る 軟 質 樹 脂 材 に よ っ て 形 成 さ れ 、 多 数 の ブ
ラ シ 毛 ４ ｂ は 、 そ れ ぞ れ 基 端 部 が 基 材 ４ ａ に 固 定 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 各 ブ ラ シ 毛 ４ ｂ
は 、 基 端 部 か ら 先 端 部 に 至 る ま で 互 い に 分 離 し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ６ － ２ ６ ２ ２ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 と こ ろ で 、 上 述 の 回 転 清 掃 体 １ で は 糸 状 の ゴ ミ が 絡 み つ い た 際 に 、 ブ ラ シ 毛 ４ ａ 同 士 の
隙 間 に こ の ゴ ミ が 入 り 込 ん で し ま い 、 回 転 軸 部 ２ に 糸 状 の ゴ ミ が 巻 き つ い て 容 易 に 除 去 す
る こ と が で き な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 帯 状 の ブ レ ー ド 部 材 ３ で は 糸 状 の ゴ ミ が 絡 み つ い て も 、 こ の ゴ ミ が 回 転 軸 部 ２ に
巻 き つ い て し ま う こ と は な い が 、 清 掃 部 材 Ｓ を 全 て ブ レ ー ド 部 材 ３ で 構 成 し た 場 合 で は 、
フ ロ ー リ ン グ な ど の 被 清 掃 面 の 清 掃 を 十 分 に 行 う こ と が 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
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　 そ こ で 、 こ の 発 明 は 、 糸 状 の ゴ ミ が 絡 み つ い て も 多 数 の ブ ラ シ 毛 間 に 入 り 込 む こ と を 防
止 す る と 共 に 、 絡 み つ い た 糸 状 の ゴ ミ を 容 易 に 除 去 す る こ と が で き る 回 転 清 掃 体 及 び こ れ
を 備 え た 電 気 掃 除 機 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 こ の 発 明 は 、 周 面 に 長 手 方 向 に 沿 っ て 延 び る 挿 入 溝 が 形 成
さ れ た 回 転 軸 部 と 、 前 記 挿 入 溝 内 に 挿 入 保 持 さ れ る 帯 状 の 基 材 と 、 こ の 基 材 に 固 定 さ れ て
前 記 回 転 軸 部 の 径 方 向 に 突 出 す る 多 数 の ブ ラ シ 毛 と を 備 え た 回 転 清 掃 体 で あ っ て 、 前 記 多
数 の ブ ラ シ 毛 に は 、 先 端 部 近 傍 を 長 手 方 向 に 沿 っ て 互 い に 連 結 す る 連 結 手 段 が 設 け ら れ た
こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 電 気 掃 除 機 に よ れ ば 、 糸 状 の ゴ ミ が 絡 み つ い て も 、 連 結 手 段 に よ っ て ブ ラ シ 毛
の 根 元 近 傍 に ま で 糸 状 の ゴ ミ が 入 り 込 む こ と を 防 止 で き る 。 そ の た め 、 直 接 回 転 軸 部 に 糸
状 の ゴ ミ が 巻 き つ く こ と を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 、 連 結 手 段 に 糸 状 の ゴ ミ が 引 っ か か り 、 多 数 の ブ ラ シ 毛 間 に 糸 状 の ゴ ミ が 入 り 込
ま ず 、 こ の 糸 状 の ゴ ミ を 容 易 に 除 去 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 に 係 る 回 転 清 掃 体 及 び こ れ を 備 え た 電 気 掃 除 機 を 実 施 す る た め の 最 良 の
形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ に 示 す 電 気 掃 除 機 １ ０ は 、 掃 除 機 本 体 １ １ と 、 こ の 掃 除 機 本 体 １ １ の 前 端 部 に 設 け
た ホ ー ス 接 続 口 １ １ ａ に 一 端 が 着 脱 可 能 に 接 続 さ れ た 集 塵 ホ ー ス １ ２ と 、 こ の 集 塵 ホ ー ス
１ ２ の 他 端 に 設 け た 手 元 操 作 管 １ ３ に 着 脱 自 在 に 接 続 さ れ た 延 長 管 １ ４ と 、 こ の 延 長 管 １
４ の 先 端 部 に 着 脱 自 在 に 接 続 さ れ た 吸 込 口 体 ２ ０ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 掃 除 機 本 体 １ １ の 内 部 に は 、 前 側 に 集 塵 室 １ ５ が 形 成 さ れ 、 後 側 に こ の 集 塵 室 １
５ に 負 圧 を 作 用 さ せ る 電 動 送 風 機 １ ６ が 配 置 さ れ て い る 。 そ し て 、 集 塵 室 １ ５ 内 に 集 塵 袋
１ ７ が 着 脱 自 在 に 装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 手 元 操 作 管 １ ３ に は 操 作 部 １ ３ Ａ が 設 け ら れ て お り 、 操 作 部 １ ３ Ａ に は 電 動 送 風 機 １ ６
の 強 弱 を 設 定 す る 強 、 弱 ス イ ッ チ Ｓ ａ ， Ｓ ｂ 及 び オ フ ス イ ッ チ Ｓ ｃ 等 と が 設 け ら れ て い る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 吸 込 口 体 ２ ０ は 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 清 掃 時 に 被 清 掃 面 と 対 向 す る 底 面 ２ １ Ａ
（ 図 ３ 参 照 ） に 吸 込 口 ２ ２ が 形 成 さ れ た 吸 込 室 ２ ３ を 有 す る 吸 込 口 本 体 ２ １ と 、 吸 込 室 ２
３ に 回 転 自 在 に 配 置 さ れ た 回 転 清 掃 体 ３ ０ （ 図 ４ 参 照 ） と 、 吸 込 口 本 体 ２ １ の 後 部 に 、 前
後 方 向 に 延 び る 軸 線 Ｏ 回 り に 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 回 転 管 ２ ４ と 、 こ の 回 転 管 ２ ４ に
上 下 方 向 に 回 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 接 続 管 ２ ５ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 な お 、 図 ２ に お い て 、 Ｖ は 吸 込 口 体 ２ ０ の 吸 込 口 本 体 ２ １ の 周 囲 に 取 り 付 け ら れ た バ ン
パ ー 、 Ｖ ａ は こ の バ ン パ ー の 前 端 面 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 吸 込 口 本 体 ２ １ は 、 回 転 管 ２ ４ を 保 持 す る 本 体 ケ ー ス ２ ６ と 、 こ の 本 体 ケ ー ス ２ ６ の 上
面 に 着 脱 可 能 に 装 着 さ れ た 蓋 ケ ー ス ２ ７ と 、 蓋 ケ ー ス ２ ７ に 上 部 ２ ８ Ａ が 軸 Ｊ を 介 し て 取
り 付 け ら れ た 前 面 蓋 ２ ８ と を 備 え て お り 、 こ の 本 体 ケ ー ス ２ ６ 及 び 蓋 ケ ー ス ２ ７ に よ っ て
吸 込 室 ２ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 本 体 ケ ー ス ２ ６ か ら 蓋 ケ ー ス ２ ７ を 取 り 外 す と 、
吸 込 室 ２ ３ の 前 面 と 上 面 と が 開 放 さ れ て 回 転 清 掃 体 ３ ０ が 露 出 す る 。 こ れ に よ り 、 回 転 清
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掃 体 ３ ０ に 絡 み つ い た 糸 状 の ゴ ミ （ 以 下 、 糸 く ず と い う ） 等 の 除 去 を 容 易 に 行 え る と 共 に
、 回 転 清 掃 体 ３ ０ の 着 脱 が 簡 単 に 行 え る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 面 蓋 ２ ８ は 、 下 部 ２ ８ Ｂ に 向 う に し た が っ て 前 方 へ 突 出 す る よ う に 斜 め に 傾 斜 し て お
り 、 下 部 ２ ８ Ｂ は バ ン パ ー Ｖ の 前 端 面 Ｖ ａ よ り も 前 方 に 突 出 し て い る 。 な お 、 こ の 前 面 蓋
２ ８ の 下 部 ２ ８ Ｂ と 被 清 掃 面 と の 間 に は 所 定 の 隙 間 が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 隙 間 か ら 塵 埃
が 吸 引 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 こ の 前 面 蓋 ２ ８ は 、 吸 込 口 体 ２ ０ を 壁 等 に 押 し 付 け た 際 に 、 軸 Ｊ を 中 心 に 回 動 し
て 下 部 ２ ８ Ｂ が 吸 込 室 ２ ３ 側 へ 引 き 込 ま れ る よ う に な っ て い る 。 そ し て 、 前 面 蓋 ２ ８ が 引
き 込 ま れ る と 、 下 部 ２ ８ Ｂ と 被 清 掃 面 と の 間 の 隙 間 が 狭 く な り 、 こ の 隙 間 か ら 塵 埃 を 吸 引
す る 吸 引 力 が 増 加 す る こ と と な る 。 こ れ に よ り 、 壁 際 の 塵 埃 を 効 率 よ く 清 掃 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 回 転 清 掃 体 ３ ０ は 、 図 示 し な い モ ー タ に よ っ て 回 転 駆 動 さ れ る よ う に な っ て お り 、 吸 込
口 体 ２ ０ が 被 清 掃 面 上 に 置 か れ た こ と を 検 知 手 段 （ 図 示 せ ず ） が 検 知 し な い と き に は 、 モ
ー タ の 駆 動 が 停 止 さ れ 、 回 転 清 掃 体 ３ ０ の 回 転 が 停 止 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 そ し て 、 こ の 回 転 清 掃 体 ３ ０ は 、 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 周 面 に 長 手 方 向 に 沿 っ て 延
び る 複 数 の 挿 入 溝 ３ １ Ａ ～ ３ １ Ｄ が 形 成 さ れ た 回 転 軸 部 ３ １ と 、 挿 入 溝 ３ １ Ａ 、 ３ １ Ｃ に
保 持 さ れ る 一 対 の ブ レ ー ド 部 材 ３ ３ 、 ３ ３ と 、 挿 入 溝 ３ １ Ｂ 、 ３ １ Ｄ に 保 持 さ れ る 一 対 の
ブ ラ シ 部 材 ４ ０ 、 ４ ０ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 回 転 軸 部 ３ １ は 金 属 に よ っ て 形 成 さ れ て お り 、 両 端 部 に 軸 受 ３ ２ Ａ 、 ３ ２ Ａ が 設 け ら れ
て い る 。 ま た 、 挿 入 溝 ３ １ Ａ ～ ３ １ Ｄ は 、 そ れ ぞ れ 等 間 隔 を お い て 螺 旋 状 に 形 成 さ れ 、 開
口 の 幅 が 内 部 の 幅 よ り も 狭 く な っ て い る （ 図 ４ （ ｂ ） 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ブ レ ー ド 部 材 ３ ３ は 、 挿 入 溝 ３ １ Ａ （ ３ １ Ｃ ） 内 に 挿 入 保 持 さ れ る 帯 状 の 基 部 ３ ３ Ａ と
、 基 材 ３ ３ Ａ か ら 突 出 し た リ ブ 部 ３ ３ Ｂ と を 有 し て お り 、 こ の 基 部 ３ ３ Ａ と リ ブ 部 ３ ３ Ｂ
と は 軟 質 樹 脂 に よ っ て 一 体 に 成 形 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 基 部 ３ ３ Ａ は 、 挿 入 溝 ３ １ Ａ （ ３ １ Ｃ ） の 開 口 の 幅 よ り も 幅 広 に 設 定 さ れ て お り 、 こ の
開 口 か ら 抜 け な い よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 一 方 、 リ ブ 部 ３ ３ Ｂ は 、 挿 入 溝 ３ １ Ａ （ ３ １ Ｃ ） の 開 口 と ほ ぼ 同 等 の 厚 み を 有 し て お り
、 開 口 か ら 回 転 軸 部 ３ １ の 径 方 向 に 突 出 し て い る 。 ま た 、 こ の リ ブ 部 ３ ３ Ｂ の 先 端 部 に は
長 手 方 向 に 延 び る 複 数 の 凸 条 ３ ３ Ｃ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ブ ラ シ 部 材 ４ ０ は 、 図 ５ （ ａ ） （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 挿 入 溝 ３ １ Ｂ （ ３ １ Ｄ ） 内 に 挿 入
保 持 さ れ る 帯 状 の 基 材 ４ １ と 、 基 材 ４ １ に 基 端 部 が 植 毛 さ れ て 固 定 さ れ た 多 数 の ブ ラ シ 毛
４ ２ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 基 材 ４ １ は 、 挿 入 溝 ３ １ Ｂ （ ３ １ Ｄ ） の 開 口 の 幅 よ り も 幅 広 に 設 定 さ れ た 合 成 繊 維 で 構
成 さ れ て あ り 、 開 口 か ら 抜 け な い 硬 さ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 多 数 の ブ ラ シ 毛 ４ ２ は 、 細 い 毛 形 状 に 形 成 さ れ た 合 成 繊 維 か ら 構 成 さ れ 、 挿 入 溝 ３ １ Ｂ
（ ３ １ Ｄ ） の 開 口 か ら 回 転 軸 部 ３ １ の 径 方 向 に 突 出 し て い る 。 ま た 、 こ の 多 数 の ブ ラ シ 毛
４ ２ は 、 先 端 部 ４ ２ Ａ 近 傍 が 糸 材 ４ ３ に よ っ て 長 手 方 向 に 沿 っ て 縫 い 付 け ら れ て お り 、 互
い に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
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　 こ れ に よ り 、 糸 材 ４ ３ が 多 数 の ブ ラ シ 毛 ４ ２ を 連 結 す る 連 結 手 段 と な り 、 こ の 糸 材 ４ ３
に よ っ て ブ ラ シ 毛 ４ ２ の 中 間 部 が 閉 鎖 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 に 、 上 記 の よ う に 構 成 さ れ る 回 転 清 掃 体 ３ ０ 及 び こ れ を 備 え た 電 気 掃 除 機 １ ０ の 動 作
に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま ず 、 図 １ に 示 す よ う に 、 掃 除 機 本 体 １ １ の ホ ー ス 接 続 口 １ １ ａ に 集 塵 ホ ー ス １ ２ を 接
続 し 、 こ の 集 塵 ホ ー ス １ ２ に 設 け ら れ た 手 元 操 作 管 １ ３ に 延 長 管 １ ４ を 介 し て 吸 込 口 体 ２
０ を 接 続 す る 。 そ し て 手 元 操 作 管 １ ３ の 操 作 部 １ ３ Ａ の 強 ス イ ッ チ Ｓ ａ を 操 作 す る と 電 動
送 風 機 １ ６ が 駆 動 さ れ る 。 こ の 電 動 送 風 機 １ ６ の 駆 動 に よ り 、 吸 込 口 体 ２ ０ の 吸 込 口 ２ ２
か ら 空 気 と 共 に 塵 埃 が 吸 引 さ れ て い く 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の 吸 引 さ れ た 空 気 及 び 塵 埃 は 、 吸 込 口 体 ２ ０ か ら 延 長 管 １ ４ 、 手 元 操 作 管 １ ３ 、 集 塵
ホ ー ス １ ２ を 順 に 介 し て 掃 除 機 本 体 １ １ 内 の 集 塵 室 １ ５ に 装 着 さ れ た 集 塵 袋 １ ７ へ 吸 引 さ
れ る 。 そ し て 、 塵 埃 は 集 塵 袋 １ ７ 内 に 捕 集 さ れ 、 空 気 が 電 動 送 風 機 １ ６ へ 吸 引 さ れ て 図 示
し な い 排 気 口 か ら 大 気 へ 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 一 方 、 吸 込 口 体 ２ ０ の 吸 込 室 ２ ３ 内 で は 、 図 示 し な い モ ー タ に よ っ て 回 転 清 掃 体 ３ ０ が
回 転 駆 動 さ れ 、 こ の 回 転 清 掃 体 ３ ０ の 回 転 に よ り 、 ブ レ ー ド 部 材 ３ ３ 及 び ブ ラ シ 部 材 ４ ０
が 被 清 掃 面 上 の 塵 埃 を 掻 き 上 げ て い く 。 こ の 掻 き 上 げ ら れ た 塵 埃 は 吸 込 室 ２ ３ か ら 回 転 管
２ ４ 、 接 続 管 ２ ５ を 通 っ て 延 長 管 １ ４ に 吸 引 さ れ て い く 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 そ し て 、 糸 く ず を 吸 い 込 ん だ と き に は 回 転 す る 回 転 清 掃 体 ３ ０ に 絡 み つ き 、 こ の 回 転 清
掃 体 ３ ０ に よ っ て 糸 く ず が 捕 集 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の と き 、 ブ ラ シ 部 材 ４ ０ は 糸 材 ４ ３ に よ っ て 多 数 の ブ ラ シ 毛 ４ ２ が 互 い に 連 結 さ れ て
い る の で 、 こ の 糸 材 ４ ３ に 糸 く ず が 引 っ か か り 、 ブ ラ シ 毛 ４ ２ の 根 元 近 傍 に ま で 糸 く ず が
入 り 込 む こ と を 防 止 で き る 。 こ れ に よ り 、 回 転 軸 部 ３ １ に 直 接 糸 く ず が 巻 き つ く こ と を 確
実 に 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 さ ら に 、 糸 材 ４ ３ に 引 っ か か っ た 糸 く ず は 、 ブ ラ シ 毛 ４ ２ の 先 端 部 ４ ２ Ａ 近 傍 に 絡 み つ
く の で 、 ブ ラ シ 毛 ４ ２ 間 に 入 り 込 ま ず 容 易 に 除 去 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 こ の 糸 材 ４ ３ が ブ ラ シ 毛 ４ ２ の 先 端 部 ４ ２ Ａ 近 傍 を 連 結 し て い る の で 、 ブ ラ シ 毛
４ ２ の 基 端 部 の し な や か さ が 失 わ れ る こ と が な い 。 そ の た め 、 吸 込 口 体 ２ ０ を 壁 等 に 押 し
付 け た 際 に 吸 込 室 ２ ３ 側 に 引 き 込 ま れ た 前 面 蓋 ２ ８ に ブ ラ シ 部 材 ４ ０ が 接 触 し て も 、 ブ ラ
シ 毛 ４ ２ が 基 端 部 か ら 容 易 に 撓 む こ と が で き 、 回 転 軸 部 ３ １ の 回 転 を 阻 害 す る こ と は な い
。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 さ ら に 、 上 述 の 実 施 の 形 態 で は 、 連 結 手 段 が 多 数 の ブ ラ シ 毛 ４ ２ に 長 手 方 向 に 縫 い 付 け
ら れ た 糸 材 ４ ３ で あ る の で 、 こ の 連 結 手 段 で あ る 糸 材 ４ ３ を 容 易 に 設 け る こ と が で き 、 製
造 コ ス ト の 低 下 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 な お 、 連 結 手 段 は 糸 材 ４ ３ に 限 ら れ ず 、 例 え ば 図 ６ に 示 す よ う に 、 多 数 の ブ ラ シ 毛 ５ ２
に 一 体 的 に 取 り 付 け ら れ た 軟 質 樹 脂 材 ５ ３ で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の 他 の 例 の ブ ラ シ 部 材 ５ ０ は 、 帯 状 の 基 材 ５ １ に 多 数 の ブ ラ シ 毛 ５ ２ の 基 端 部 が 固 定
さ れ 、 こ の ブ ラ シ 毛 ５ ２ の 先 端 部 ５ ２ Ａ 近 傍 に 軟 質 樹 脂 材 ５ ３ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ
の 軟 質 樹 脂 材 ５ ３ は 、 多 数 の ブ ラ シ 毛 ５ ２ と 連 結 溶 着 ま た は 一 体 的 に 形 成 さ れ て お り 、 ブ
ラ シ 毛 ５ ２ 間 に 糸 く ず が 入 り 込 ま な い よ う に な っ て い る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 に 係 る 電 気 掃 除 機 の 外 観 を 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 し た 電 気 掃 除 機 の 吸 込 口 体 の 外 観 を 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に お け る Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 （ ａ ） は こ の 発 明 に 係 る 回 転 清 掃 体 の 外 観 を 示 し た 斜 視 図 で あ り 、 （ ｂ ） は 図 ４
（ ａ ） に お け る Ｂ － Ｂ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 （ ａ ） は ブ ラ シ 部 の 外 観 を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 （ ｂ ） は 図 ５ （ ａ ） に お け る 矢 印
Ｃ 方 向 か ら 見 た と き の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 ブ ラ シ 部 の 他 の 例 の 外 観 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 （ ａ ） は 従 来 の 回 転 清 掃 体 の 外 観 を 示 し た 斜 視 図 で あ り 、 （ ｂ ） は 図 ７ （ ａ ） に
お け る Ｄ － Ｄ 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ３ ０       　 　 　 　 　 回 転 清 掃 体
　 ３ １     　 　 　 　 　 　 回 転 軸 部
　 ３ １ Ｂ 、 ３ １ Ｄ 　 　 　 挿 入 溝
　 ４ １ 　 　 　 　 　 　 　 　 基 材
　 ４ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 ブ ラ シ 毛
　 ４ ３ 　 　 　 　 　 　 　 　 連 結 手 段 （ 糸 材 ）

10

20

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(6) JP 2007-268123 A 2007.10.18



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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